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資 料 １
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Ⅰ．実行委員会運営事業
１．総会
○設立総会・第１回総会
日時 令和４年１０月３日（月）１３：３０～１４：５０
場所 レンブラントホテル大分２階二豊の間
出席 委員６２名
内容 ［設立総会］ 第４３回全国豊かな海づくり大会大分県実行委員会の設立

第４３回全国豊かな海づくり大会大分県実行委員会会則
［第１回総会］第４３回全国豊かな海づくり大会基本構想
［第１回総会］第４３回全国豊かな海づくり大会開催地
［第１回総会］令和４年度事業計画及び収支予算

○第２回総会
日時 令和５年３月１７日（金）～２８日（火）
場所 書面開催
内容 第４３回全国豊かな海づくり大会計画骨子【暫定版】

令和５年４～６月に最低限執行が必要な事務的経費

２．幹事会
○第１回幹事会
日時 令和４年１２月１６日（金）１３：３０～１４：２０
場所 大分県水産会館５階大会議室
出席 幹事２６名
内容 第４３回全国豊かな海づくり大会基本計画（骨子）素案

○第２回幹事会
日時 令和５年２月１４日（火）～２４日（金）
場所 書面開催
内容 第４３回全国豊かな海づくり大会計画骨子【暫定版】（案）

令和５年４～６月に最低限執行が必要な事務的経費（案）

Ⅱ．企画運営・広報事業
１．「大会テーマ」及び「めじろんコスチューム」、「大会ロゴマーク」の作品募集
第４３回となる全国豊かな海づくり大会を県内外へ広く周知するとともに、開催の

機運を高めるツールとして活用するため、大会テーマ、めじろんコスチューム、
ロゴマークの作品を全国に向け募集した。

※詳細は「第２号議案（資料２）」に記載。

１ 令和４年度 事業報告（案）

令和４年度事業報告及び収支決算（案）
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第３回リレー放流
実施日 令和５年２月２５日（土）

場 所 国東市役所会議室、平床漁港

内 容

リレー放流のほか、海のことを楽しく学べる企画も入れた「ゆたかな海体験教室」として、
国東市内の小学生とその保護者（１０組２５名）を募集して実施。
① 国東産タコの宇宙食開発トークショー
②「チリメンモンスター探し」ゲーム
③・つくり育てる漁業の話
・マコガレイの稚魚２，０００尾の放流

２．リレー放流事業
県漁業協同組合及び市町村等と連携し、児童による稚魚の放流等を県内3カ所で実施し、

大会に向けて機運の醸成を図るとともに、地元の水産業や環境問題について、理解を深めて
もらった。

第１回リレー放流 第２回リレー放流

実施日 令和４年１０月１１日（火） 令和４年１１月８日（火）

場 所 佐伯市公設地方卸売市場鶴見市場 日出町マコガレイ中間育成施設

内 容

佐伯市立松浦小学校
１～６年生児童（５７名）を対象に実施
①イサキの稚魚３００尾の放流
②地元魚介類のタッチプール
③漁船（まき網）見学

日出町立日出小学校
３年生児童（５９名）を対象に実施
①マコガレイの稚魚３００尾の放流
②マコガレイ稚魚のエサやり体験
③城下かれい、海洋プラごみの話

その他
事前授業として、9月22日に佐伯市の水産
業の話、海洋プラごみの話、干物七輪焼き
体験を実施

第１回リレー放流の様子 第２回リレー放流の様子

第３回リレー放流の様子
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【令和５年２月２５日開催の「ゆたかな海体験教室」募集チラシ】
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おおいた大会のＰＲ活動

実施日 令和５年１月１５日（日）

場所 第１回杵築市農林水産祭（杵築市健康福祉センター）

内容

・会場内で「チリモン（ちりめんモンスター）探し」ゲームを実施したほか、
「おおいた県産魚の日（毎月第４金曜日）」の周知チラシや魚料理のレシピ集などを
配布。
・ブースを訪れていただいた多くの親子連れのお客様に、豊かな海づくりの重要性や大会
当日までのイベント予定などについて周知を図った。

出展ブースの様子 「チリモン探し」ゲーム

実施日 令和４年１０月２２日（土）～２３日（日）

場所 大分県農林水産祭「おおいたみのりフェスタ」 別府公園（水産コーナー）

内容
・魚食普及などを目的としたアンケートに回答していただいた先着５００名を対象に、
大会記念オリジナル保冷バッグを無料プレゼント。
・「おおいた県産魚の日」のＰＲメッセージと簡単レシピ動画への誘導二次元コードを
表示することで県産魚の消費拡大（歩く広告塔効果）を狙った。

実施の様子 大会記念オリジナル保冷バッグ

３．大会ＰＲ・情報発信事業
（１）イベント等における大会の機運醸成活動

大会開催の周知と機運醸成を図るため、イベント等で大会ＰＲを実施した。
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おおいた大会のＰＲ活動

（２）各種広報媒体を活用した情報発信
広報誌やラジオ、TV、SNS等の各種広報媒体を活用し、大会情報を広く発信した。

発信時期 媒体名 内容

令和４年１１月～
令和５年１月

県広報誌 新時代おおいた（11月）
県政だより（新聞各紙11月）
県Facebook、Twitter（12月、1月）
県政ラジオ番組（1月）

・大会テーマ等の募集

令和４年１２月１３日 大分朝日放送「５スタ」 ・大会情報の発信
・大会テーマ等の募集

実施日 令和４年１２月８日（木）～

場所 大分マリーンパレス水族館「うみたまご」

内容 ・大分県産魚（かぼすブリ、かぼすヒラメ等）の展示と合わせて、大会ＰＲポスターの
展示や大会テーマ等の募集チラシを配布。

大分県産魚の水槽 ポスター等展示の様子
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自 令和4年10月3日
至 令和5年3月31日

１ 収入の部 （単位：円）

項 目 予 算 額① 決 算 額② 差 引
（②-①） 摘 要

１ 負担金 2,212,500 2,212,500 0 大分県からの負担金

２ 諸収入 0 4 4 預金利息

合 計 2,212,500 2,212,504 4

項 目 予 算 額① 決 算 額② 差 引
（②-①） 摘 要

１ 実行委員会
運営費 738,500 644,173 △94,327 会議費（実行委員会、

幹事会）等

２ 企画運営・
広報費 1,474,000 1,164,644 △309,356

大会テーマ等募集
リレー放流
大会ＰＲ活動 等

合 計 2,212,500 1,808,817 △403,683

収 入 2,212,504円
支 出 1,808,817円
繰越金 403,687円

２ 令和４年度 収支決算（案）

２ 支出の部 （単位：円）
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○第２号議案
「大会テーマ」、「めじろんコスチューム」、「大会ロゴマーク」（案）

資 料 ２
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１ 募集・審査概要

（１）募集目的
第４３回となる全国豊かな海づくり大会を県内外に広く周知するとともに、開催機運を高める。

（２）経緯
令和４年１０月１７日 第４３回全国豊かな海づくり大会のテーマ・めじろんコスチューム・

ロゴマークの作品を全国に向け募集開始
令和５年 １月１３日 全部門応募締め切り
１月３０日～３月７日 第１回審査委員会を開催（審査委員による個別審査）

３月２７日 第２回審査委員会を開催（審査〃員による全体審査）

（３） 応募状況
大会テーマ
・応募作品総数：１，５５６点（うち県内 ８５４点）
・応募者数 ：１，０９８人（うち県内 ８０１人）

めじろんコスチュームデザイン
・応募作品総数：１，０２５点（うち県内 ８００点）
・応募者数 ：１，０１６人（うち県内 ７９８人）

大会ロゴマークデザイン
・応募作品総数：１，０５２点（うち県内 ７５４点）
・応募者数 ： ９８９人（うち県内 ７４１人）

（４）審査委員会（令和５年１月１７日設置）
中立かつ公正な審査を確保するため、「審査委員会」を設置しテーマ等全3部門について
の審査を実施した。

〈審査委員会構成員〉

（５）表彰区分（募集要項から転記）
最優秀賞各１作品（賞状、副賞３万円※ロゴは１０万、県産水産物５千円相当）
優秀賞 各２作品（賞状、副賞１万円、県産水産物５千円相当）
佳作賞 各３作品（賞状、県産水産物５千円相当） 計６作品

区分 所属名 役職名 氏名 備考
水産 大分県漁業協同組合 参事 新川　哲浩
水産 大分県魚市場連合会 会長 山上　誠二
学識 大分県造形教育研究会 会長 林　淳一郎
学識 大分県立芸術文化短期大学美術科 准教授 西口　顕一

行政 企画振興部広報広聴課 審議監兼
広聴広報課長 渡辺　修武

行政 農林水産部漁業管理課 審議監兼
漁業管理課長 高野　英利 委員長

「大会テーマ」、「めじろんコスチューム」、「大会ロゴマーク」（案）
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（１）『最優秀賞（採用作品）』 １作品

「つなぐバトン 豊かな海を 次世代へ」
作者の意図 審査委員講評

おおいたの豊かな水産資源を、次の世代
へバトンでつないでいくという思いを込めま
した。また、第1回を開催した地である大
分で、第43回を迎えることから、海づくり
のバトンをさらに次の地域につないでいき
たいという思いを込めました。

基本理念の「豊かな海を次代に引き継いでいく」ということを、
ただ「つなぐ」ではなく、「つなぐバトン」と子どもから大人まで幅広
い世代が理解できる分かりやすい表現で例えていて、同時にオ
リジナリティも感じられるため、この大会のテーマにふさわしい。

応募者
大分県 ３０代 一般

（２）『優秀賞』 ２作品

「未来へと つなげ豊かな 海づくり」
審査委員講評 応募者

４０年以上続いてきたこの大会をこれからも未来へ引き継いでいくんだという気持ちや
力強さを感じさせる。

大分県
１０代
中学生

「つなげよう 豊かな海を 未来へと」
審査委員講評 応募者

「つなげよう」という自発的な表現を用いることで、みなで一体感を持って豊かな海を守り
つないでいこうという想いが伝わってくる。

大分県
３０代
一般

（３）『佳作賞』 ３作品

「森や川 人もゆたかな 海づくり」
審査委員講評 応募者

豊かな海を守りつないでいくためには、森や川、そして我々人が大切な役割を担っているんだという
メッセージが伝わってくる。

大分県
４０代
一般

「つなげよう 豊かな海を 次世代へ」
審査委員講評 応募者

豊かな海をつくり、さらに発展させ、次世代へつなげていこうという、大会の基本理念を
忠実に分かりやすく表現されている。

大分県
５０代
一般

「はぐくもう 未来へつなぐ 豊かな海」
審査委員講評 応募者

自分たちの手で豊かな海を育て、未来へつないでいきたいという想いが感じられる作品。
大分県
１０代
小学生

２ 「大会テーマ」（案）
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（１）『最優秀賞（採用作品）』 １作品
作者の意図

漁業の明るい未来と勢いを表現す
るため大漁旗をイメージした法被を
着せました。
今にも飛び出してくるような魚のイラ
ストをメインビジュアルにしています。

審査委員講評
めじろんを引き立てる赤色を基調と
した法被で、裏面には、今にも飛び
出てきそうな活きのいいお魚があし
らわれていて、ビビットな色使いも高
評価。

応募者
茨城県 ３０代 一般

（２）『優秀賞』 ２作品

(全貌)

審
査
委
員
講
評

漁業者のカッパは特徴的で、
大漁旗と大分県の多様な水
産物とで明るく華やかなデザイ
ンで描かれており評価できる。

応
募
者

福岡県
２０代
一般

審
査
委
員
講
評

シンプルだが、こどもたちが一緒
に写真を撮りたくなるようなポッ
プなデザインという印象を受け
た。

応
募
者

大分県
５０代
一般

（３）『佳作賞』 ３作品

審
査
委
員
講
評

青を基調に温泉や大分県産
の魚たちをデザインしたマーク
があしらわれていて、賑やかで
楽しい印象を受けた。

審
査
委
員
講
評

背中の色鮮やかな大きな貝
は見た目のインパクトがあり
配色も含め高評価。

審
査
委
員
講
評

漁師を連想させるデザインで、
多種多様な魚たちを可愛ら
しいイラストで表現している。

応
募
者

東京都
４０代
一般

応
募
者

東京都
３０代
一般

応
募
者

東京都
４０代
一般

３ 「めじろんコスチューム」（案）
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（１）『最優秀賞（採用作品）』 １点

（２）『優秀賞』 ２点

（３）『佳作賞』 ３点

作者の意図

大分県の豊かな海・川で泳ぐ魚の群れを表現しました。色は関さば・
関あじ・真鯛・車海老など、大分県の多様な水産物をイメージしてい
ます。模様のように繋がるビジュアルは豊かな自然環境を守り次代へ
繋いでいくという意味を込めました。

審査委員講評 応募者
魚を模したデザインを連なるように描き魚の群れを、「お
おいた」の文字で波や水面の輝く様をテクニカルに表現し
ていて、他に見ない独創性の高いデザインとなっている。

静岡県
３０代
一般

審査委員講評 応募者

カラフルな配色も相まって、子ども受けが良さそうな可愛
らしいデザインで、頭に乗っているタオルはおんせんを想起
させ、おんせん県おおいた大会にふさわしいデザインとなっ
ている。

長崎県
６０代
一般

審査委員講評 応募者

青を基調にポップで楽しいデザイン。
波頭で豊かな海を、水産物の魅力を笑顔で発信してい
くという想いが伝わってくる。
子どもたちにも親しみやすそうな点も評価。

長野県
６０代
一般

審
査
委
員
講
評

青で海を、赤でおんせんを想
起させる配色で、シンプルに見
えて目立つデザインになってい
て、活用しやすそうな点も評価。

審
査
委
員
講
評

多彩な水産物が視覚的に分
かりやすく表現されていて一目
見ておおいたと判別できる。子
どもにも親しみやすそうで高評
価。

審
査
委
員
講
評

魚が連なって輪になり、基本
理念における「つながり」がうま
く表現されている。単色使いで
活用しやすそうな点も評価。

応
募
者

京都府
７０代
一般

応
募
者

東京都
４０代
一般

応
募
者

埼玉県
２０代
専門学生

４ 「大会ロゴマーク」（案）
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○第３号議案
第43回全国豊かな海づくり大会～おんせん県おおいた大会～

大会計画骨子（案）

資 料 ３
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１．大会計画とは？

「式典行事」や「海上歓迎・放流行事」などの主要行事や関連行事に係る当
日の詳細なプログラムやスタッフの配置、会場のレイアウトや装飾、出演者、事前
準備計画など大会実施に必要となる計画のことです。
第１回総会（令和４年１０月３日開催）で承認いただいた「大会基本構

想」を基に、「大会計画骨子」を作成し、専門業者の支援を受けながら第４回
総会（令和６年３月２７日開催予定）で決定します。

２．作成スケジュールについて

第２回総会（令和５年３月２８日に書面開催）で承認いただいた「大会
計画骨子【暫定版】」を基に更新した「大会計画骨子」について、今回の総会
（第３回総会）で承認をいただきたいと考えています。

大会基本構想

大会計画骨子【暫定版】

大会計画骨子

大会計画

令
和
4
年
度

令
和
5
年
度

第1回総会（R4.10.3 ）で決定

第2回総会（R5.3.28書面）で決定

第3回総会（R5.6.29）で審議

第4回総会（R6.3.27）で審議（予定）
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令和５年６月２９日

第４３回全国豊かな海づくり大会
大分県実行委員会

大会計画骨子（案）

第43回
全国豊かな海づくり大会～おんせん県おおいた大会～

17

※全国豊かな海づくり大会は、これまで、天皇皇后両陛下の御臨席のもとに開催され
ていることから、本大会においても、天皇皇后両陛下の御臨席を想定し、計画を作
成します。



「第43回全国豊かな海づくり大会～おんせん県おおいた大会～」
大会計画骨子（案）の概要

1-1.基本理念 1-2.基本方針
大分県の豊かな海や川を次代へ引き継いでいくため、
つくり育てる漁業に一層取り組むとともに、それらを育む
自然環境を守っていくことの重要性を県内外へ広く訴え
かける。また､四季折々の味力(みりょく)あふれる多様な
水産物に加え、「おんせん県おおいた」の新たな魅力を
全国へ広く発信する。

2.大会計画

（１）式典行事計画 （３）関連行事計画（県下複数箇所）
・厳粛で品位のある進行を基本
として、豊かな海の重要性や
本県での取組を全国に発信
できる内容とする。

・大会を県全体で盛り上げるため、大会当日に市町村
等と連携して県内複数個所での水産関連イベントを
実施する。イベントでは、大型モニターを活用した式典行
事等の映像配信を実施する。また、一部の会場では、
海上歓迎・放流行事会場との同時放流を実施する。

（２）海上歓迎・放流行事計画 （４）その他
・別府湾の雄大な景色や豊かな
漁場をご覧いただき海上での
漁船パレードや稚魚等の放流
を通じてつくり育てる漁業の理
解を深める場とするとともに、
大分の海や水産業の魅力を
全国に発信する。

・「絵画や習字の優秀作品御覧」や「歓迎レセプション」
を実施する。

3.機運醸成計画 基本方針（4つの柱）を具現化する以下の取組を展開

▶小学生等に対する水産教室やリレー放流の実施
※県内各地でのリレー放流にあわせて、子どもたちが
楽しく学べる水産教室などを
実施することで地域の水産業
への関心を深めてもらう。
（大会後も継続的に啓発を
進める）

▶宇宙港などの本県の新たな魅力に関するPR
※①～③に合わせて、各種イベントなどでPRする。

▶

▶

1年前プレイベント
開催日：R5.11.4(土)
場 所：別府港第４埠頭
内 容：海上歓迎・放流行事

※R6のリハーサル
をかねて実施

企画展示、ステージイベントなど
大会PR隊による各種イベントでのPR

▶森・川・海のつながりと自然環境の保全について、県民
への理解を促し、環境保全への関心を高めることを目的
として、県内小学生を対象にした体験学習プログラムな
どの開催

▶

▶

新たに制作した「大会ロゴマーク」を活用した県産魚の消
費拡大PR
既存の水産物消費拡大イベントと連携した更なる県産
水産物消費拡大の取組

▶

▶

▶

「協賛行事」の募集
県内の企業や団体からの協賛行事を募集する。
大会専用HPやSNSなどを活
用した効果的な広報の展開
作文、絵画、習字コンクールの
実施（作文は、豊かな海づくり
大会推進委員会と共催）

①水産資源の保護と管理の一層の推進

②森から川、海へとつながる豊かな自然環境の保全

③四季折々の多様な水産物の消費拡大

④おんせん県の新たな魅力を全国に発信

①水産資源の保護と管理の一層の推進

②森から川、海へとつながる豊かな自然環境の保全

③四季折々の多様な水産物の消費拡大

④おんせん県の新たな魅力を全国に発信

⑤上記①～④を包括的に啓発

⑥協賛募集、広報、その他

(会場：別府港第4埠頭)

・既存の施設の特徴を活かし、大会の基本方針に沿ったメッセージを効果的に発信できるよう内容を工夫する。
・式典行事会場、海上歓迎・放流行事会場及び関連行事会場において、一体感のある演出を行うため、大型
映像装置を活用し、映像中継を行う。
・各主要行事会場において、本県の特徴を活かした招待者への心のこもった“おもてなし”を行う。

(会場：iichikoグランシアタ)
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◎ 大会名称 第43回全国豊かな海づくり大会～おんせん県おおいた大会～

◎ 主 催 豊かな海づくり大会推進委員会と大分県実行委員会の共催

◎ 開催時期 令和６年秋季

◎ 開催場所 「式典行事」 iichikoグランシアタ（大分市）

「海上歓迎・放流行事」 別府港第４埠頭（別府市）

「関連行事」 県内複数箇所（大分市や佐伯市等検討中）

◎ 行事内容（予定）

（１）式典行事

資源管理や漁場保全等に功績のあった団体の表彰、稚魚等のお手渡し、

最優秀作文の発表、漁業者メッセージ、大会決議、大会旗引継など

（２）海上歓迎・放流行事

漁船による海上歓迎パレード、稚魚等の放流など

（３）歓迎レセプション

本県の農林水産物等を豊富に使用した“おもてなし”など

（４）その他

大会を記念した絵画・習字等のコンクールの入賞作品の展示、企画展

示や物産品販売など

◎ 大会テーマ

「つなぐバトン 豊かな海を 次世代へ」

◎ 大会ロゴマーク、めじろんコスチュームデザイン

１－１ 全体概要

［大会ロゴマーク］ ［めじろんコスチューム］

※大会ロゴマークは、大会後の継続的な活用を目指す。

１.大会概要

19



１.大会概要

１－２ 大会の基本構想

大分県は、九州の北東部に位置し、豊予海峡を境として北は瀬戸内海、南は豊
後水道に面し、九州本土最高峰の中岳を含むくじゅう連山や、県内全域で温泉が
満喫できる、源泉数・湧出量ともに日本一の「おんせん県」であるなど、豊かな
自然環境に恵まれています。

瀬戸内海沿岸は、広大な干潟を有する豊前海や一級河川の大野川と大分川が流
れ込む別府湾や豊後灘など多様な漁場で構成され、小型底びき網や刺し網、船び
き網などを主体として、エビ類、マダイ、サワラ、シラスなどを水揚げしている
ほか、干潟域や内湾を利用したカキ養殖も盛んです。

一方、豊後水道は沿岸域がリアス海岸で形成される生産性の高い漁場となって
おり、まき網や定置網、一本釣りなどを主体として、アジやサバ、イワシをはじ
めとした多種多様な魚介類を水揚げしています。また、静穏域が多い海岸地形を
利用して、生産量全国１位のヒラメ、２位のブリをはじめとして、クロマグロ、
シマアジなどの魚類養殖業や貝類養殖業が盛んに行われています。

内水面では、九州で漁獲量１位のアユをはじめとした河川漁業のほか、ドジョ
ウやスッポンなどの養殖業も営まれています。

全国の高級ブランド魚の先駆けである「関あじ関さば」をはじめ、「城下かれ
い」、「姫島車えび」、県の特産品であるカボスを餌に混ぜて育てた「かぼすブ
リ」、「かぼすヒラメ」などの魅力あるブランド水産物が多く存在し、複雑な海
岸線により地域毎に多様な水産物が水揚げされています。

このような地域の特徴に根ざした多種多様な漁業は、四季折々の豊かな水産物
を県内外に供給することはもちろん、水産加工品の原料や、観光資源としての利
用など、本県の産業振興に重要な役割を果たしています。

（関あじ・関さば） （かぼすブリ）

１ 大分県の水産業
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１－２ 大会の基本構想

１.大会概要

（１）つくり育てる漁業をさらに推進していく絶好の機会
「全国豊かな海づくり大会」の第１回大会は、昭和５６年に皇太子同妃両殿

下をお迎えし、全国に先駆けて、本県の鶴見町（現：佐伯市鶴見）松浦漁港で
開催されました。

大会を契機として、漁業関係者が一丸となり栽培漁業の推進や小型魚の漁獲
規制、県下一斉休漁日の設定、環境に配慮した養殖業の振興などの取組が積極
的に行われてきました。また、これらは水産資源が生育する環境を保全するた
めの藻場造成や海岸の清掃、森林から川や海へのつながりを意識した植樹活動
などの取組とあわせ、４０年以上が経過した現在も技術向上などにより発展的
に継続され、水産資源の保護・管理と環境保全の大切さは多くの漁業者の意識
に根付いてきています。

一方で、水産資源の減少は続いており、それに伴う担い手の減少や高齢化の
進行、消費者の魚離れなど水産業を取り巻く環境は一層厳しさを増しています。

本大会は、第1回目の開催県として、本県の漁業関係者のこれまでの努力と
これからの挑戦を県内外に広くアピールし、水産業についての理解と関心をさ
らに深めてもらうとともに、つくり育てる漁業の要である種苗生産施設（大分
県漁業公社国東事業場）のリニューアルと相まって、さらなる取組を推進する
絶好の機会となります。

（２）環境保全の重要性を訴える貴重な機会
ふるさとの豊かな海を守っていくためには、栄養豊富な水を生み出す森林と、

その水を海へ供給する河川の環境を保全していくことも重要です。
また、国際的に大きな問題となっている海洋プラスチックごみや地球温暖化

による海洋環境の変化などの新たな課題に対しては、漁業者だけでなく消費者
も含めた国民全体で取り組むことが不可欠です。本県で２回目の開催となる本
大会は、環境保全の重要性を広く訴えかけていくことのできる貴重な機会とな
ります。

（３）水産物の消費拡大と「おんせん県」の新たな魅力を発信できる機会
国内の水産物消費の減少が続く中、本県では消費拡大に向けて、お魚料理教

室の開催や学校給食への利用促進、家庭で手軽に食べることができるレシピの
開発などの魚食普及に取り組んでいます。大会は、これら魚食普及に一層取り
組んでいく契機になるとともに、本県の豊かな海や川で育まれた多様な水産物
の味力(みりょく)を県内外に広く発信する機会となります。

また、日本唯一の海上交通であるホーバークラフトの復活やアジア初の水平
型宇宙港としても活用が期待される大分空港などについても「おんせん県おお
いた」の新たな魅力として、令和６年春のデスティネーションキャンペーンと
あわせ、全国に広く発信する機会となります。

２ 開催意義
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１.大会概要

大分県の豊かな海や川を次代へ引き継いでいくため、つくり育てる漁業に一層
取り組むとともに、それらを育む自然環境を守っていくことの重要性を県内外へ
広く訴えかけます。

また､四季折々の味力(みりょく)あふれる多様な水産物に加え、「おんせん県お
おいた」の新たな魅力を全国へ広く発信していきます。

（１）水産資源の保護と管理の一層の推進

（２）森から川、海へとつながる豊かな自然環境の保全

（３）四季折々の多様な水産物の消費拡大

（４）おんせん県の新たな魅力を全国に発信

水産資源の維持・増大を図り、「生産者の挑戦と努力が報われる漁業」の実現
に向け、令和５年度にリニューアルする大分県漁業公社を核に、つくり育てる漁
業をさらに推進するための大会とします。

森から川へ、川から海へとつながる自然環境や藻場造成などによる良好な沿岸
環境の保全とともに、近年、国際的に大きな問題となっている海洋プラスチック
ごみや地球温暖化などの環境問題に取り組むことの重要性について県内外へ広く
訴えかけることで、本県の豊かな海や川を次代に引き継いでいく大会とします。

「関あじ関さば」､「城下かれい」､「かぼすブリ」､「姫島車えび」などのブ
ランド水産物をはじめ、本県の海や川で育まれた四季折々の多様な水産物の味力
(みりょく)を県内外へ発信し、消費拡大を図る大会とします。

日本唯一の海上交通であるホーバークラフトの復活や「宇宙港」としての発展
が期待される大分空港など本県では地域の活性化に向けた新たな取組を次々と展
開しています。令和６年春のデスティネーションキャンペーンとあわせて、新た
な魅力を全国に発信する大会とします。

３ 基本理念

４ 基本方針

１－２ 大会の基本構想
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２－１ 基本的考え方

大会の基本方針（４つの柱）に基づき、大会当日はもちろん、大会前の期間を
含め、水産業関係者のみならず県民等の意識向上に資する取組を展開することで、
大分県全体の水産業振興を図る。

・既存の施設の特徴を活かし、大会の基本方針に沿ったメッセージを効果的に発
信できるよう内容を工夫する。

・式典行事会場、海上歓迎・放流行事会場及び関連行事会場において、一体感の
ある演出を行うため、大型映像装置を活用し、映像中継を行う。

・各主要行事会場において、本県の特徴を活かした招待者への心のこもった“お
もてなし”を行うことで、参加者が、再び来県したいと思っていただけるよう
工夫を凝らす。

２.大会計画

２－２ 全体計画
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会場配置

２.大会計画

２－２ 全体計画

海上歓迎・放流行事会場
別府港（第4埠頭）

式典行事会場
iichikoグランシアタ

別府湾岸のコンパクトなエリア内に「式典行事会場」と「海上歓迎・放流行事
会場」の両会場を配置する。

タイムスケジュール

24

式典行事 海上歓迎・放流行事 関連行事
作品御覧・

歓迎レセプション

9:00

17:00

9:00

12:00

17:00

会場

第
二
日
目

第
一
日
目

絵画等優秀作品御覧
歓迎レセプション

水産関連の集客
イベント（式典
行事等の映像中
継他）

式典行事

海上歓迎・

放流行事

総合リハーサル 総合リハーサル
水産関連の集客
イベント



厳粛で品位のある進行を基本として、豊かな海の重要性や本県での取組を全国
に発信できる内容とする。

※下の表は、先催県の例を参考に記載したものであり出演者等は確定ではない。

第41回兵庫県（R4.11.13）の様子

２.大会計画

２－３ 式典行事計画
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進行 内容・出演者等

 プロローグ  大分県PR映像、伝統芸能 等

 御臨席  御先導：大分県知事

 大会旗入場
 旗手：県内高等学校生徒

 先導：鼓笛隊 等

 開会のことば  大分県漁業協同組合 代表理事組合長

 国歌斉唱  吹奏楽 等

 主催者あいさつ
 全国豊かな海づくり大会会長（衆議院議長）

 大分県実行委員会会長（大分県知事）

 歓迎のことば  開催地代表市長

 おことば

 表彰（功績団体等）
 全国豊かな海づくり大会会長賞、農林水産大臣賞、

 環境大臣賞、水産庁長官賞、大分県知事賞

 最優秀作文の発表  全国豊かな海づくり大会会長賞の受賞者代表

 稚魚等のお手渡し
 お受取：水産関係者

 介添え：県内高等学校生徒 等

 海づくりメッセージ  漁業後継者等によるメッセージ

 大会決議
 豊かな海づくり大会推進委員会会長

（全国漁業協同組合連合会代表理事会長）

 大会旗引継  大分県知事から（次期開催県知事）へ引継

 次期開催県あいさつ  次期開催県知事

 閉会のことば  大分県議会議長

 御退席  御先導：大分県知事

 表彰式  作品コンクール受賞者等

 エピローグ  豊かな海への想いを音楽やパフォーマンスで表現



会場の特徴

２.大会計画

２－３ 式典行事計画

平成３０年１０月６日の第３３回国民文化祭・おおいた2018、第１８回全国障
害者芸術・文化祭おおいた大会の式典会場として活用されたiichikoグランシアタ
は、最大1,966人の観客を収容できる規模と十分な広さの舞台ステージや複数の
控室などを兼ね備えています。
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会場配置イメージ（iichikoグランシアタ内）

２.大会計画

※式典への参加者（招待者等）は、１０００人程度を想定。

招待者席・報道者席

招待者席

２－３ 式典行事計画

27



別府湾の雄大な景色や豊かな漁場をご覧いただき、海上での漁船パレードや稚
魚等の放流を通じてつくり育てる漁業の理解を深める場とするとともに、大分の
海や水産業の魅力を全国に発信する。

２.大会計画

２－４ 海上歓迎・放流行事計画

※下の表は、先催県の例を参考に記載したものであり出演者等は確定ではない

第41回兵庫大会（R4.11.13）の様子（写真左：両陛下による御放流 右：漁法紹介パレード）

進行 内容・出演者等

歓迎演奏 吹奏楽 等

進行概要説明 司会者

会場御着～御放流所へ御移動 御先導：大分県知事

海上歓迎 漁船団パレード、漁法紹介パレード

第１回放流 介添え者：県内高等学校生徒 等

第２回放流 介添え者：県内高等学校生徒 等

御放流所から御移動～会場御発 御先導：大分県知事
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会場のあるエリア（別府湾）の特徴

２.大会計画

会場（別府港第４埠頭）の特徴

別府湾は、多様な漁船漁業（底びき網、船びき網、刺し網など）が営まれてい
る豊かな漁場です。湾岸（大分、別府、杵築、日出）の漁業者による種苗放流も
盛んに行われるなど、つくり育てる漁業に力を入れている海域でもあります。

耐震強化岸壁や船舶が安全に航行できる水深と泊地の広さを兼ね備えているとい
う点に加え、背後の広大な多目的広場を活用したおもてなし会場の設置が可能な点
など、大会参加者を安心してお迎えすることのできる場所です。

さらに、別府湾の豊かな漁場と美しい自然の景色を一望することができ、背後に
は「日本一のおんせん県おおいた」を代表する観光地である別府市街地が広がって
おり、本県の魅力をアピールできる絶好の場所です。

２－４ 海上歓迎・放流行事計画
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会場配置

２.大会計画

※過去の大会を参考に、現地の状況等に応じて配置を決定
※海上歓迎・放流行事の参加者（招待者等）は、５００人程度を想定

国土地理院地図
(https://maps.gsi.go.jp/#18/33.307440/131.503306/&base=pale&ls=pale&disp=1&vs=c0g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1)
を基に大分県作成

御放流所
招待者放流場所

２－４ 海上歓迎・放流行事計画
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御放流魚

・本県では瀬戸内海を主体に、底びき網漁業や刺し

網漁業などで漁獲される。

・放流種苗の生残率を高めるため、別府湾海域では

中間育成により、稚魚を捕食されにくいサイズ

まで育て放流している。

・伊予灘及び豊後水道北部海域では、全長制限に

よる資源管理に取り組んでいる。

・日出町の「城下かれい」は本種のことであり、

全国的に知られるブランド魚である。

マコガレイ

・釣り漁業や底びき網漁業、刺し網漁業、ごち網

漁業など様々な漁業種類で漁獲される。

・本県における栽培漁業の歴史は古く、昭和56年

の第１回大会でも放流している。

・これまでに積極的な放流や資源管理が行われて

おり、資源水準は回復基調にある。

・遊漁の対象としても人気があり、漁業のみならず、

レジャーでも重要な魚種である。

マダイ

２.大会計画

２－５ 御放流魚・お手渡し魚

第41回兵庫大会（R4.11.13）の様子（写真左：両陛下によるお手渡し 右：招待者の放流）

※海上歓迎・放流行事で放流
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２.大会計画

２－５ 御放流魚・お手渡し魚

お手渡し魚

・県内では「くろめ」と呼ばれ、食用として豊後水

道北部域で漁獲される。

・食害生物の除去や母藻設置などにより、県内各地

でカジメをはじめとした海藻や海草の保全活動が

行われている。

・近年、温室効果ガスの吸収源としてブルーカーボ

ン生態系への注目が高まっている。

カジメ

・潮干狩りの対象種として古くから親しまれ、1980

年代には本県のアサリ漁獲量は日本一を誇った。

・1986年以降、本県のアサリ資源は大きく減少して

おり、資源回復に向けて各地で増殖活動が行われ

ている。

アサリ

※式典行事会場で手渡され後日放流

・主に豊後水道域で漁獲され、刺し網漁業や一本釣

り漁業などで漁獲される。

・県内で年間およそ50万尾が放流されており、全長

制限による資源管理の取組が行われている。

イサキ

・地方名では「アコウ」と呼ばれ、高級魚として扱

われる。

・令和５年度にリニューアルする大分県漁業公社で

生産が開始される予定であり、放流場所付近での

定着性が強く、放流対象種として有望とされる。

キジハタ
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会場配置

２.大会計画

２－６ 関連行事計画

大会を県全体で盛り上げるため、大会当日に県内市町村等と連携して複数箇所
での水産関連イベントを実施する。イベントでは、大型モニターを活用した式典
行事等の映像配信を実施する。また、一部の会場では、海上歓迎・放流行事会場
との同時放流を実施する。

式典等のライブ映像配信イメージ

別府港会場とのタイミングを合わせた別会場での同時放流のイメージ

双方向で
映像中継

放流行事会場 関連行事会場

会場同士の一体感を演出

モニターの映像に合わ
せて同時放流（イメージ）

関連行事会場での同時放
流の様子を中継（イメージ）
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（１）絵画・習字優秀作品御覧

２.大会計画

２－７ その他の行事

（２）歓迎レセプション

進行 内容・出演者等

御着 御先導：大分県知事

絵画・習字優秀作品御覧
御説明：大分県教育委員会教育長
受賞者：大分県知事賞（絵画部門・習字部門）

御発 御先導：大分県知事

第41回兵庫県（R4.11.13）の様子

全国豊かな海づくり大会を記念して、県内の児童・生徒を対象に絵画や
習字のコンクールを実施し、優秀作品をご覧いただく。

第１日目に、本県自慢の農林水産物を豊富に使用した歓迎レセプションを
開催し、心のこもった“おもてなし”でお迎えします。

第39回秋田県（R元.9.8）の様子

進行 内容・出演者等

御着 御先導：大分県知事

開宴のことば 大分県副知事

主催者挨拶 大分県知事

歓迎のことば 開催地代表市長

乾杯 全国豊かな海づくり大会会長（衆議院議長）

御懇談

御退席 御先導：大分県知事

歓談

終宴のことば 大分県議会議長

※下の表は、先催県の例を参考に記載したものであり出演者等は確定ではない

※下の表は、先催県の例を参考に記載したものであり出演者等は確定ではない
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２.大会計画

２－８ 大会運営計画

２－９ 荒天時計画

基本的考え方

（１）イベントの企画・運営や参加者の輸送等について、専門の事業者を積極
的に活用する。

（２）実行委員会に所属する組織だけでなく、様々な主体と連携して大会運営
を行う。

（３）障がい者、高齢者等へ配慮した運営を行う。
（４）イベント等の開催にあたっては、環境への負荷を可能な限り低減できる

手法を検討する。

緊急時対応

（１）医療機関や警備等の関係機関との連携を密にし、事故防止や非常時の
迅速な対応に努める。

（２）悪天候や地震などの災害への対応として、情報収集と避難誘導や大会行
事の実施等の判断を迅速かつ的確に行える体制を整える。

荒天時等の対応

（１）台風による荒天時や地震、津波等の災害、火災、その他の突発的事案が発
生した場合には、大会行事の開催可否を決定するため、判定会議を開催す
る。

（２）判定会議は、気象状況や災害、突発的事案の情報収集、整理を行い、専門
家の意見を踏まえた上で、実施の可否を判断することとする。
なお、大会行事の実施、変更、中止の判断基準は、大会計画で詳細を定め
る。

（３）判定会議において、荒天や災害、その他の突発的事案により海上歓迎行事
の実施が困難であると判断した場合には、荒天時計画（Ａ）に変更し、行
事を実施する。さらに、放流行事の実施も困難であると判断した場合には、
荒天時計画（Ｂ）に変更し、式典行事を実施する。
なお、台風や地震、津波等により、招待者や来場者の会場への移動に危険
が伴うと判断した場合には、全ての行事を中止する。

行事名 荒天時計画（A） 荒天時計画（B）

式典行事 計画どおり実施 計画どおり実施

海上歓迎行事 中止 中止

放流行事 計画どおり実施 中止
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3－1 基本的考え方

単なる「大会の周知」ではなく、大会の基本方針（４つの柱）をそれぞれ具現化
した取組となるようにする。

以下の取組に漁業者が積極的に参画することで、漁業者自身のやる気も喚起し、
今後の水産振興につなげる

３.機運醸成計画

3－2 具体的な取組方針

（１）水産資源の保護と管理の一層の推進に資する取組

▶小学生等に対する「水産教室」や「リレー放流」の実施
・県内各地で児童などと一緒に稚魚の放流等を実施する。あわせて、子ど

もたちが楽しく学べる水産教室などを実施することで大会の機運醸成と
同時に地域の水産業についての理解を深めてもらう。（大会後も継続的
に啓発を進める。）

（２）森から川、海へとつながる豊かな自然環境の保全に資する取組

▶森・川・海つながり実感！プロジェクト
・森・川・海のつながりと自然環境の保全について、県民への理解を促し、

環境保全への関心を高めることを目的として、県内小学生を対象にした
体験学習プログラムを開催し、大会基本方針の浸透を図る。

▶県内で活動する環境保全団体等と連携した取組
・水産関係団体だけでなく、県内の様々な環境保全団体等と連携した取り

組みを実施する。（協賛行事など）

（３）四季折々の多様な水産物の消費拡大に資する取組

▶新たに制作した「大会ロゴマーク」を活用した県産魚の消費拡大PR
・全国から応募のあった作品の中から厳正な審査により決定した大会ロゴ

マークを活用して広く大会をPRすると同時に、多様な県産水産物の味力
を併せて発信することで、消費拡大を図る。

▶既存の水産物消費拡大イベントと連携した更なる県産水産物消費拡大の
取組など

（４）おんせん県の新たな魅力を全国に発信する取組

▶日本唯一の海上交通であるホーバークラフトなどの本県の新たな動きに
ついても、県下各地の様々なイベントで併せてＰＲ
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（５）上記（１）～（４）を包括的に啓発していく取組

▶１年前プレイベント 「（仮称）豊かな海づくりフェスタ」
令和6年に「海上歓迎・放流行事」の会場となる「別府港第４埠頭」に

おいて、大会本番に向けた課題と対策を検討し得られた内容を大会計画に
反映させるため、漁船等のパレードや放流行事を実施する。
併せて、多くの県民の来場を促すことで大会の機運醸成を図る。

開催日 令和５年１１月４日（土）
場 所 別府港第４埠頭及び隣接の多目的広場
内 容（イメージ）

１）漁船等による漁船団パレード、漁法紹介パレード
２）稚魚等の放流
３）大会テーマ、めじろんコスチューム、大会ロゴマーク

のお披露目
４）スペシャルゲストによるトークショー等のステージイベント
５）豊かな海づくりに関連する各種体験等ブース等の設置
６）水産加工品や各種飲食物販売ブース

▶大会PR隊
県内各地で行われる水産関連のイベントや水辺の生き物観察会などの

教育イベントと連携し、ステージイベントや企画展示ブースの設置、大
会PRグッズ配布等を行い県民に向けた機運醸成を図る。

日時 通年
場所 県内全域

３.機運醸成計画

3－2 具体的な取組方針
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（６）協賛募集

▶大会テーマ、キャラクター、大会ロゴマーク等を活用したＰＲ
公募により決定した大会テーマの普及を図るとともに、大会ＰＲキャラ
クター（めじろん）や大会ロゴマークを活用したＰＲグッズを製作する。
併せて、様々な広告物への掲載や企業や団体へも利用を促すことでより
多くの方へＰＲしていく。

▶大会専用ホームページの制作
大会に関する情報を県内外へ効果的に発信するためのプラットフォーム
として大会専用ホームページを新たに制作する。

▶（ホームページコンテンツの一つとしての）特集記事の制作
大会の掲げる４つの基本方針に関する県内の取組を特集記事として書き
起こし発信することで、県民への基本方針の浸透、行動変容を促す。

▶PR動画の制作・発信
大会情報（大会名称や開催場所・時期等）を広く県民へ周知するため、
「海」をテーマとした迫力のある演出で構成するPR動画を制作し、大分
駅構内のサイネージや市町村庁舎内のサイネージ等で発信する。

▶各種メディア・媒体を活用した情報発信
広報誌やラジオ、テレビ、ＳＮＳ（大会公式インスタグラム）等の各種
広報媒体を活用し、大会に関する情報を迅速かつ広域的に発信する。併
せて、新たに制作するデジタルコンテンツ（PR動画やHP特集記事）に
ついて、より効果的に対象者へ届けていくため、デジタルマーケティン
グの手法を積極的に活用する。

３.機運醸成計画

▶民間企業・団体からの協賛募集
大会の成功に向けて、基本理念に賛同する企業等から協賛金（物品含

む）を募集するとともに、大会の周知や機運醸成を図ることを目的に、
イベントや清掃活動、水産物消費などの活動を協賛行事として募集する。

（７）各種広報

（８）その他

▶第42回全国豊かな海づくり大会北海道大会への参加
令和５年に開催される北海道大会へ参加し大会旗の引き継ぎを受けると
ともに、次期開催県としておんせん県おおいたの魅力をＰＲする

▶作文・絵画・習字コンクールの開催
大会開催年度（令和6年度）に県内の児童・生徒を対象に作文・絵画・
習字コンクールを実施する。

3－2 具体的な取組方針
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年
度 月 会議・実施本部設置等 機運醸成・広報

令
和
４
年
度

12

1

2

3

５
年
度

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

６
年
度

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

第43回全国豊かな海づくり大会～おんせん県おおいた大会～

実行委員会総会（解散総会）

実行委員会総会（大会計画等）

大会実績報告書作成

実行委員会総会（大会計画骨子等）

大
会
計
画
等
の
作
成
作
業

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

１か月前総合リハーサル
前日総合リハーサル

大
会
実
施
本
部
設
置

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

大会記念作品募集
（作文・絵画・習字）

大会公式
ポスター作成

北海道大会でＰＲリ
レ
ー
放
流
の
実
施

機
運
醸
成
事
業
の
実
施
（
水
産
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
・
主
催
又
は
協
賛
行
事
等
）

１年前プレイベント

実行委員会総会（大会計画骨子【暫定版】等）

大会テーマ、ロゴマーク
等の決定

大
会
テ
ー
マ
等
の

応
募
作
品
の
審
査

４.実施スケジュール

４－１ 具体的な取組方針

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
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資 料 ４

○第４号議案
令和５年度事業計画及び収支予算（案）
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※以下には、令和5年度収支予算（案）に係る事務局運営費などの経費は含んでいないため、
（）内の金額の合計は、支出予算（案）の総額とは一致しない。

Ⅰ．実行委員会運営事業 ９０８千円
１．総会

○第３回総会
日時 令和５年６月２９日（木）14:00～
場所 大分県庁舎新館大会議室
内容 ・R4事業報告（案）、収支決算（案）

・大会テーマ、めじろんコスチューム、大会ロゴマーク
・大会計画骨子（案）
・R5事業計画（案）、収支予算（案）

○第４回総会
日時 令和６年３月２７日（水）14:30～予定
場所 大分県庁舎新館大会議室
内容 大会計画（案）及び宿泊・輸送等計画（案） など

２．幹事会
○第３回幹事会

日時 令和５年６月１２日（月）14:00～
場所 大分県水産会館5階大会議室
内容 「第3回総会提出議案」の審議

○第４回幹事会
日時 令和５年９月下旬頃予定
場所 未定
内容 大会計画の中間報告 など

○第５回幹事会
日時 令和６年１～２月頃予定
場所 未定
内容 「第4回総会提出議案」の審議

３．その他
必要に応じて、「式典行事」や「海上歓迎・放流行事」などに関する専門部会

を設置する。

１ 令和５年度 事業計画（案）

令和５年度事業計画及び収支予算（案）
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大会テーマ等の募集結果・審査についてⅡ．企画運営・広報事業 ５１，５２４千円
１．各種計画の作成 （２２，３０９千円）

令和６年の大会本番に向けた準備を滞りなく進めるため、企画提案競技により
選定した事業者の支援を受け大会計画及び招待者等の宿泊・輸送等計画を作成す
る。
（１）大会計画の作成

大会計画骨子に基づき、大会各行事（式典行事、海上歓迎・放流行事、関連
行事等）に係る運営、演出、進行、会場レイアウトなど詳細な実施内容を定め
た大会計画を作成

（２）宿泊・輸送等計画の作成
大会招待者等の宿泊・輸送・視察等に関する計画を作成するとともに、大会

当日に配付する大会公式弁当のメニュー等を企画する。

２．イベント等での機運醸成 （１４，５５２千円）

（１）１年前プレイベント 「（仮称）豊かな海づくりフェスタ」
令和6年に「海上歓迎・放流行事」の会場となる「別府港第４埠頭」において、

大会本番に向けた課題と対策を検討し得られた内容を大会計画に反映させるた
め、漁船等のパレードや放流行事を実施する。

併せて、多くの県民の来場を促すことで大会の機運醸成を図る。
開催日 令和５年１１月４日（土）
場 所 別府港第４埠頭及び隣接の多目的広場
内 容（イメージ）

１）漁船等による漁船団パレード、漁法紹介パレード
２）稚魚等の放流
３）大会テーマ、めじろんコスチューム、大会ロゴマーク

のお披露目
４）スペシャルゲストによるトークショー等のステージイベント
５）豊かな海づくりに関連する各種体験等ブース等の設置
６）水産加工品や各種飲食物販売ブース

過去大会を参考にした開催イメージ
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（２）リレー放流
県内各地で児童などと一緒に稚魚の放流等を実施する。あわせて、子ども

たちが楽しく学べる水産教室などを実施することで大会の機運醸成と同時に
地域の水産業についての理解を深めてもらう。

（３）大会PR隊
県内各地で行われる水産関連のイベントや水辺の生き物観察会などの教育

イベントと連携し、ステージイベントや企画展示ブースの設置、大会PRグッ
ズ配布等を行い県民に向けた機運醸成を図る。

日時 通年
場所 県内全域

実施時期 市町村 放流魚種

4/28 佐伯市 アユ

5/12 中津市 アユ

5/13～14 日出町 マコガレイ

5/28 宇佐市 マコガレイ

6/1 杵築市
アサリ

カブトガニ

6/6 中津市 マコガレイ

6/7 国東市 マコガレイ

6/9 別府市 マコガレイ

6/16 臼杵市 マダイ

実施時期 市町村 放流魚種
6月 津久見市 カサゴ

6月 豊後高田市 ガザミ

6～7月 大分市 マダイ

6～9月 杵築市 クルマエビ

7月 姫島村 クルマエビ

9月 佐伯市 イサキ

10月 佐伯市
ヨレモクモドキ

（海藻）

11月 佐伯市 マダイ

令和6年3月 由布市 アユ

第4回リレー放流の様子（4/28 佐伯市・アユ）

※上記に加え、内陸市町村でも実施予定。
あくまで作成時点の計画であり、今後変更の可能性がある。

5/13城下かれい祭り（日出町）でのPR隊の様子
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（４）森・川・海つながり実感！プロジェクト
森・川・海のつながりと自然環境の保全について、県民への理解を促し、

環境保全への関心を高めることを目的として、県内小学生を対象にした体験
学習プログラムを開催し、大会基本方針の浸透を図る。

対象 県内の小学４年生から６年生の児童
日時 7月～10月の期間中に2回程度開催
場所 県内の森、川、海が体験できるフィールド、施設等

３．民間企業・団体からの協賛募集 （５５千円）
大会の成功に向けて、基本理念に賛同する企業等から協賛金（物品含む）を

募集するとともに、大会の周知や機運醸成を図ることを目的に、イベントや清掃
活動、水産物消費に関する行事などの活動を協賛行事として募集する。

【協賛金（物品含む）】
・期間 令和５年７月～令和６年７月末まで
・使途 PR経費、プラごみ等清掃活動費、会場整備費 など
・特典 ロゴマーク等の使用、大会公式HPやSNS（インスタグラム）への掲載、

式典への招待、大会記念誌等への掲載 等
※協賛金額に応じた特典とする

【協賛行事（環境保全活動や水産物消費に関する行事など）】
・期間 令和５年７月～令和６年１２月まで
・特典 ロゴマーク等の使用、大会横断幕等の貸し出しやノベルティグッズ

の配布 等

４．各種広報 （１２，７２１千円）

（１）大会テーマ、キャラクター、ロゴマーク等を活用したＰＲ
公募により決定した大会テーマの普及を図るとともに、大会ＰＲキャラ

クター「めじろん」やロゴマーク等を活用したＰＲ活動を展開する。
・専用コスチュームをまとっためじろんイラストやロゴマークを使用した

PRグッズの作成・配布
・大会公式ポスターをはじめ、のぼり、横断幕等の屋外広告物を

設置し大会を広く周知
・専用コスチュームをまとっためじろんと大会PR隊活動を展開
・企業・団体等へロゴマークの利用を促進することで大会を広くPR

（２）大会専用ホームページの制作
大会に関する情報を県内外へ効果的に発信するためのプラットフォーム

として大会専用ホームページを新たに制作する。

（３）特集記事の制作（ホームページコンテンツのひとつ）
大会の掲げる４つの基本方針に関する県内の取組を特集記事として書き

起こし発信することで、県民への基本方針の浸透、行動変容を促す。
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（４）PR動画の制作・発信
大会情報（大会名称や開催場所・時期等）を広く県民へ周知するため、

「海」をテーマとした迫力のある演出で構成するPR動画を制作し、大分駅
構内のサイネージや市町村庁舎内のサイネージ等で発信する。

（５）各種メディア・媒体を活用した情報発信
広報誌やラジオ、テレビ、ＳＮＳ（大会公式インスタグラム）等の各種

広報媒体を活用し、大会に関する情報を迅速かつ広域的に発信する。
併せて、新たに制作するデジタルコンテンツ（PR動画やHP特集記事）に

ついて、より効果的に対象者へ届けていくため、デジタルマーケティング
の手法を積極的に活用する。

５．その他 （１，０４８千円）

（１）第42回全国豊かな海づくり大会北海道大会への参加
令和５年に開催される北海道大会へ参加し大会旗の引き継ぎを受けると

ともに、次期開催県としておんせん県おおいたの魅力をＰＲする。
全国豊かな海づくり大会北海道大会
・開催日時：令和５年９月１６日（土）～１７日（日）
・式典行事及び海上歓迎・放流行事：厚岸町 厚岸漁港
・関連行事：厚岸町 厚岸漁港湖北岸壁

釧路市 観光国際交流センター広場幸町緑地

（２）作文・絵画・習字コンクールの開催準備
大会開催年度（令和6年度）に県内の児童・生徒を対象に実施する作文・

絵画・習字コンクールに向け、ポスターやチラシを作成するなど募集準備を
開始する。
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項 目 予 算 額 前年度予算額 増減 摘 要

１ 負担金 53,338 2,213 51,125

２ 繰越金 404 0 404

３ 諸収入 301 0 301

・(公社)全国豊かな
海づくり推進協会
からの助成金
・協賛金
・預金利息 等

合 計 54,043 2,213 51,830

項 目 予 算 額 前年度予算額 増減 摘 要

１ 実行委員会
運営費 908 739 169 ・総会

・幹事会 等

２ 企画運営・
広報費 51,524 1,474 50,050

・大会計画等作成
・プレイベント
・リレー放流
・大会ＰＲ隊 等

３ 事務局運営費 1,611 0 1,611 ・審査会 等

合 計 54,043 2,213 51,830

２ 令和５年度 収支予算（案）

自 令和5年 4月 1日
至 令和6年 3月31日

１ 収入の部 （単位：千円）

２ 支出の部 （単位：千円）

※以下は、R5.3.28第2回総会（書面開催）で承認いただいた「R5暫定予算（9,442千円）」を
含む。
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